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ユネスコが認定している世界遺産に、
日本の名峰・富士山が 6月26日、三
保松原も含めて正式に世界文化遺産
リストに登録されました。おめでと
うございます。

　

今
年
14
回
目
を
迎
え
る
「
平

和
の
鐘
」
の
集
い
を
8
月
15
日

午
前
11
時
半
か
ら
、
広
島
市
中

区
・
平
和
記
念
公
園
内
の
「
鐘

楼
」
前
に
て
行
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
提
唱
し
国
連

が
決
め
た
「
平
和
の
国
際
文
化

年
」
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

戦
争
や
争
い
の
な
い
21
世
紀
を

願
っ
て
、
日
本
各
地
の
ユ
ネ
ス

る
も
の
で
、「
國
境
の
な
い
世

界
地
図
」が
刻
印
さ
れ
て
い
て
、

「
地
球
は
ひ
と
つ
」
で
あ
る
こ

と
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
和
の
原
点
」
で
あ
る
広

島
か
ら
、
民
族
や
宗
教
、
文
化

の
壁
を
越
え
、「
鐘
の
音
」
を

通
し
て
〝
平
和
を
願
う
心
〟
を

皆
様
と
共
に
世
界
に
届
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
長

　
柴
田
幸
子
）

コ
協
会
が
、
平
和
の
発
信
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
戦

争
や
災
害
の
な
い
平
和
な
世
界

を
願
っ
て
、
市
民
の
皆
様
と
共

に
鐘
を
つ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
「
鐘
」
は
鋳
造

家
、
香
取
正
彦
氏
の
制
作
に
よ

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
今
年

度
、
設
立
40
周
年
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
。（
既
報
）

　

ま
だ
確
定
の
段
階
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
概
略
は

次
の
通
り
で
す
。

《
記
念
講
演
と
パ
ー
テ
ィ
ー
》

　

10
月
20
日
（
日
）
の
記
念

講
演
講
師
に
広
島
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
小
溝
泰

義
氏
が
内
定
。
講
演
会
を
国

際
青
年
会
館
（
ア
ス
テ
ー
ル
プ

ラ
ザ
）、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
広
島

市
文
化
交
流
会
館
で
行
う
予

定
で
す
。

《
記
念
誌
発
刊
》

　

内
容
は
、
関
係
者
の
祝
辞
、
主

な
事
業
の
総
括
、
年
表
、
機
関
紙

合
本
、特
別
寄
稿
ほ
か
。約
200
ペ
ー

ジ
、400
部
。
10
月
初
め
発
刊
予
定
。

《
２
０
１
３
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・

ユ
ネ
ス
コ
活
動
研
究
会
》

　

２
０
１
４
年
2
月
8
日
（
土
）、

9
日
（
日
）。
会
場
は
広
島
市

文
化
交
流
会
館
で
。「
地
域

ユ
協
活
動
と
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続

発
展
教
育
）」
が
テ
ー
マ
。

15
年
間
に
及
ぶ
当
協
会
の
ユ

ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
を
素
材

と
し
て
提
供
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

発
展
の
方
向
を
探
り
、
地
域

ユ
協
の
果
た
す
べ
き
役
割
を

考
え
る
。

　

内
容
は
、
記
念
講
演
、
16

回
奨
励
賞
表
彰
式
や
こ
れ
ま

で
の
受
賞
団
体
活
動
事
例
研
究
ほ

か
を
検
討
中
。
日
本
ユ
協
連
、
広

島
県
ユ
連
協
な
ど
と
共
催
予
定
。

（
副
会
長
　
古
田
碩
永
）

２
０
１
３「
平
和
の
鐘
」の
集
い　

８
・
15
に
平
和
公
園
で

平和な世界を願い鐘を打つ（昨年 8月）

富士山が世界文化遺産に

設立40周年へ行事計画進む

戦
争
や
災
害
の
な
い
世
界
願
い
打
ち
鳴
ら
そ
う
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40
周
年
記
念
、
ユ
ネ
ス
コ
活
動

奨
励
賞
16
周
年
、
広
島
県
連
、

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
も
20
周
年

と
、お
目
出
た
い
こ
と
が
、次
々

と
続
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
、
よ
く

続
い
て
来
た
も
の
と
思
い
、
そ

れ
に
は
歴
代
の
会
員
諸
氏
の
不

屈
の
努
力
の
賜
物
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

会
長
　
北
川
建
次
氏

　

は
か
ら
ず
も
又
平
成
25
年
度

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
会
長
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
は
内
外
と
も

に
多
事
多
難
な
年
と
な
り
そ
う

で
す
。
広
島
ユ
ネ
ス
コ
も
創
立

　

ま
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
持
続
発
展
、

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
普
及
拡

大
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

更
に
ユ
ネ
ス
コ
の
も
っ
と
も

大
切
な
平
和
の
構
築
も
、
不
可

欠
の
事
柄
で
あ
り
、
ノ
ー
モ
ア

ヒ
ロ
シ
マ
ズ
を
目
指
す
ヒ
ロ
シ

マ
の
、
日
本
、
ア
ジ
ア
、
世
界

へ
の
発
信
は
、
と
り
わ
け
て
も

重
要
に
し
て
か
つ
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
御

活
躍
を
望
み
ま
す
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

２
０
１
３
年
度
総
会
が
、
5
月

25
日
に
広
島
市
内
で
開
か
れ
、

13
年
度
の
重
点
方
針
と
し
て

①
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
創
立
40

周
年
記
念
事
業
の
推
進
・
実
施

②
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ

活
動
研
究
会
広
島
開
催
の
成
功

③
組
織
の
活
性
化
を
図
る
④
財

政
の
確
立
⑤
Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
の
普
及
・
推
進
に

努
め
る
、
の
5
項
目
を
挙
げ
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

各
専
門
部
会
の
主
な
活
動
を

抜
粋
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で

す
。【
組
織
部
会
】
会
員
の
拡

大
と
会
員
の
交
流
促
進
【
青
少

年
育
成
部
会
】
平
和
公
園
を
英

語
で
ガ
イ
ド
、
高
校
生
英
語
で

ま
ち
歩
き
、
時
事
英
語
講
座
＝

い
ず
れ
も
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

と
共
催
。
高
校
生
国
際
理
解
セ

ミ
ナ
ー
（
毎
年
12
月
23
日
・
祝
日

に
開
催
、
同
セ
ン
タ
ー
と
共
催
、
教

育
部
会
と
連
携
）【
教
育
部
会
】

第
16
回
広
島
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨

励
賞
表
彰
、
世
界
寺
子
屋
運
動

募
金
活
動
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

回
収
活
動
【
文
化
部
会
】
ユ
ネ

ス
コ
サ
ロ
ン
、新
春
フ
ェ
ス
タ
、

現
地
講
座
【
国
際
部
会
】「
大

邱
の
日
」
行
事
支
援
（
5
月
3

～
5
日
、
朝
鮮
通
信
使
国
書
交
換

式
、
パ
レ
ー
ド
、
大
邱
マ
ダ
ン
・

紹
介
広
場
）、
ユ
ネ
ス
コ
大
邱

協
会
の
交
流
受
け
入
れ
、「
ぺ

あ
せ
ろ
べ
」
に
コ
ー
ナ
ー
開
設

【
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
】「
平

和
の
鐘
」
の
集
い
２
０
１
３

（
8
月
15
日
）、
杉
並
ユ
ネ
ス
コ

協
会
平
和
学
習
の
受
け
入
れ
、

原
爆
ド
ー
ム
絵
葉
書
販
売
促
進

【
広
報
部
会
】
機
関
紙
「
ヒ
ロ

シ
マ
ユ
ネ
ス
コ
」
の
年
3
回
発

行
、
40
周
年
記
念
誌
「
10
年
の

歩
み
」
発
刊
の
推
進
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
【
事
務
局
】
各

種
行
事
、
各
部
会
と
の
連
携
・

調
整
。

任
期
は
2
年　
　

は
新
任

（
兼
）
は
兼
任　
（
敬
称
略
）

名
誉
会
長　
　

松
井　

一
實

名
誉
顧
問　
　

平
岡　
　

敬

　
　
　
　
　
　

秋
葉　

忠
利

顧　
　

問　
　

伊
東　

亮
三

会　
　

長　
　

北
川　

建
次

副
会
長　
　

木
村　

進
匡

　
　

中
山　

修
一　

古
田　

碩
永

　
　

松
原　

博
子　

亀
井　
　

章

理　
　

事　
　

◦
部
会
長　
　
　

〈
組
織
部
会
〉　　

　

◦
松
岡　

盛
人　

末
重　

文
男

　
　

平
岡　

豊
恵　

井
上　

哲
一

　
　

中
尾　

正
俊　

 　

〈
青
少
年
育
成
部
会
〉

　

◦
國
田　
　

繁　

清
水　

昌
法

　
　

木
原　
　

亮　

内
田　

一
士

　
　

松
岡　

盛
人（
兼
）

〈
教
育
部
会
〉

　

◦
足
立　

柳
子　

㟢
岡　

光
明

　
　

太
鼓
矢　

晋　

藤
原　

隆
範

　
　

谷
原　

久
資　

世
木
田
寛
子

　
　

和
田　

文
雄　

湯
浅　

清
治

〈
文
化
部
会
〉

　

◦
井
尾　

義
信　

新
川　

貞
之

　
　

谷　
　

秀
明　

山
本　

隆
信

　
　

高
田　

幸
子

〈
国
際
部
会
〉

　

◦
藤
井　

正
一　

中
谷
美
保
子

　
　

平
井　
　

勇　

中
道　

紘
二

　
　

児
玉　

賢
司

 

〈
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
〉

　

◦
柴
田　

幸
子　

由
田
千
鶴
子

　
　

宇
野　
　

豪　

畑
口　
　

實

　
　

井
上　

哲
一（
兼
）

〈
広
報
部
会
〉

　

◦
藤
川　

和
康　

岡
平　

裕
次

　
　

森
木　
　

学　

　
　

世
木
田
寛
子（
兼
）

〈
事
務
局
〉

　

◦
事
務
局
長　

藤
井　

孝
行　

　
　

事
務
局
次
長　

　
　
　

國
田　
　

繁（
兼
）

　
　
　

佐
々
木　

肇

　
　
　

森
木　
　

学（
兼
）

　
　
　

平
井　
　

勇（
兼
）

　
　
　

内
田　

一
士（
兼
）

〈
監   

事
〉   

　
　

黒
瀬
真
一
郎　

竹
沢　

臣
子

北 川 会 長

二
〇
一
三
年
度
総
会

記
念
事
業
や
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
の

成
功
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
な
ど
推
進

部
会
別
の
活
動

協
会
役
員
人
事

協
会
役
員
人
事

ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
ズ

へ
更
に
発
信
強
め
る
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【
訪
問
団
員
】
亀
井
章
団

長
、
柴
田
幸
子
副
団
長
、

藤
井
正
一
秘
書
長
、
佐
々

木
肇
、
藤
川
和
康
、
丹
羽

岳
宏
、
田
曽
鈴
恵
、
政
岡

峰
子
、
柴
田
奈
津
微
、
阿

座
上
憲
子
（
敬
称
略
）

【
旅
程
】
5
月
8
日
＝
下

関
港
発　

9
日
＝
釜
山
・

龍
頭
山
公
園
、
朝
鮮
通
信

使
歴
史
館
、
慶
州
・
石
窟
庵
、

仏
国
寺　

10
日
＝
寓
・
大

邱
広
域
市
教
育
監
を
表
敬
、

伝
統
木
工
細
工
チ
ュ
ン
・

ウ
ン
キ
氏
宅
工
房
、
韓
国

ユ
ネ
ス
コ
協
会
全
国
大
会

11
日
＝
大
会
2
日
目　

薬

令
市
、
啓
明
大
学
校
・
解
散
。

韓
日
友
好
館　

12
日
＝

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
、
釜
山

港
発　

13
日
＝
下
関
港
着

　昨年広島を友好訪問された韓国ＵＮＥＳＣＯ大
邱協会の南相杰会長の強い要望を受けて、広島ユ
ネスコ協会会員を中心にした友好訪問団(団長　亀
井副会長など10名）が「韓国ユネスコ運動青少年指
導者全国大会」に参加しました。
①�2001年以来、６回の大邱訪問になります。毎度、
会長、副会長が中心で熱心な心温まる歓迎をし
ていただいています。今回も南会長は全国大会
の準備の中、歓迎会や芸術体験、見送りなどの
行事に参加しもてなしてくださいました。
②�毎回、韓国の芸術、文化、歴史の理解が深まる
異なるプログラムでお迎えいただきます。韓国
の懐の深さを知るには、これから何度も訪問が
必要であると実感しております。
③�ホームビジットはいつまでも心に残るプログラ
ムです。自宅を見学させていただき息子、娘さ
んなどと会話します時、日韓の友好が深まる気
持がします。
�　両協会の訪問交流があればこそ、絆が太くなっ
ていきます。お世話いただいた韓国ＵＮＥＳＣＯ
大邱協会の皆さまに心からの感謝を捧げます。

（国際部会長　藤井正一）

釜山・朝鮮通信使歴史館慶州・石窟庵で寓・大邱広域市教育監と

韓国ユネスコ協会全国大会（大邱市）

感動を呼んだ障がい者生徒さんのハーモニカ演奏

東大邱駅で見送り受ける 韓日友好館前で 薬令市で 大会で亀井団長

韓国ユネスコ運動青少年指導者
全国大会・大邱交流に参加して
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高
校
生
や
大
学
生
を
中
心
と

し
た
東
京
・
杉
並
ユ
ネ
ス
コ
協

会
の
広
島
平
和
研
修
が
3
月
25

日
か
ら
28
日
ま
で
の
日
程
で
行

わ
れ
、
研
修
の
感
想
を
ま
と
め

た
文
集
が
こ
の
ほ
ど
、
広
島
ユ

協
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
研
修

は
今
年
で
15
回
目
。
原
爆
資
料

館
の
見
学
や
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
集

い
」（
広
ユ
協
主
催
、
前
平
和
文
化

セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
リ
ー
パ
ー
さ
ん
ら
の
講
演
）

に
参
加
、
記
念
碑
め
ぐ
り
、
被

爆
電
車
の
乗
車
体
験
、
旧
海
軍

兵
学
校
資
料
館
（
江
田
島
市
）

や
宮
島
を
見
学
し
ま
し
た
。
文

集
は
Ａ
4
判
。
手
記
の
一
部
を

紹
介
し
て
み
ま
し
た
。

◇　
　
　
　

◇　

　
「
焼
野
原
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
広
島
を
こ
の
足
で
歩
い
て
い

る
の
を
想
像
し
た
ら
孤
独
感
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
心
臓
が

ば
く
ば
く
に
な
っ
た
。
今
で
も

思
い
出
す
と
ば
く
ば
く
に
な

る
」

　
「（
平
和
記
念
資
料
館
の
展
示
で
）

一
番
衝
撃
を
受
け
た
の
は
、
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
後
の
情
景
を

再
現
し
た
展
示
で
す
。
…
…
焼

け
爛た

だ

れ
皮
膚
が
捲め

く

れ
あ
が
っ
て

い
る
人
々
の
レ
プ
リ
カ
で
し

た
。
…
…
正
直
こ
の
展
示
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
強
す
ぎ
て
、
他
の

展
示
に
つ
い
て
の
記
憶
は
曖
昧

に
な
っ
て
い
る
程
で
す
。
…
…

も
う
少
し
マ
イ
ル
ド
な
展
示
へ

と
変
え
よ
う
と
い
う
話
が
あ
る

と
も
伺
い
ま
し
た
。
し
か
し
私

は
、
こ
の
ま
ま
の
展
示
を
続
け

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
被
爆
者
の
方
々
が
自

分
だ
け
生
き
残
っ
た
こ
と
、
助

け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
後
悔

し
、
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
」

　
「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー

さ
ん
の
講
演
の
中
で
、
私
が
強

く
感
じ
た
の
は
日
本
の
若
者
世

代
へ
の
期
待
と
喝
で
し
た
。
日

本
は
世
界
で
唯
一
の
原
爆
に
よ

る
被
爆
国
で
あ
り
、
先
の
震
災

に
お
い
て
も
福
島
第
一
原
発
で

の
事
故
は
世
界
の
注
目
を
大
き

く
集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え

で
日
本
の
若
者
は
、
原
発
・
核

兵
器
・
戦
争
な
ど
の
平
和
問
題

に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
考
え
て
い

る
の
か
」

　
「（
海
軍
兵
学
校
の
資
料
館
で
）

特
別
攻
撃
隊
の
青
年
た
ち
の
遺

書
が
印
象
的
で
し
た
。
自
分
と

同
じ
ぐ
ら
い
の
年
齢
の
青
年
の

死
を
決
意
し
た
文
章
に
胸
が
痛

く
な
り
ま
し
た
」

　
「
東
京
に
戻
っ
た

ら
、
こ
れ
を
し
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
が
三

つ
あ
る
。
一
つ
目
は

チ
ャ
リ
旅
。
友
人
と
、

二
、三
人
で
、
遠
い
と

こ
ろ
へ
旅
を
し
た
い
。

…
…
（
今
回
）
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
高
校
生
、
大
学
生

と
た
く
さ
ん
話
し
合
い
、
仲
良

く
な
っ
た
。
ひ
と
と
ひ
と
と
の

出
逢
い
、
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
た
い
。
…
…
自
分
の
身
体
で

そ
の
地
の
歴
史
、
文
化
を
学
び

た
い
。
自
然
に
触
れ
た
い
。
知

ら
な
い
人
と
出
会
い
、
仲
良
く

な
り
た
い
。
そ
う
思
っ
た
。
二

つ
目
は
、『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』

を
読
み
返
す
こ
と
。三
つ
目
は
、

現
代
の
世
界
情
勢
を
、
も
っ
と

し
る
こ
と
」

第15回の広島研修に集った杉並ユ協　　　　　
　　　　　　　　　の高校生や大学生ら

スティーブン・りーパー氏

東
京
・
杉
並
ユ
協
の
平
和
研
修
～
感
想
文
集
か
ら

青
少
年
・
女
性
の
ペ
ー
ジ

青
年
た
ち
は
広
島
で
何
を
感
じ
た
か
�
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２
０
１
３
年
度
広
島
県
ユ
連

の
定
期
総
会
が
7
月
13
日
、
県

内
各
地
域
ユ
協
の
代
表
が
出
席

し
て
広
島
市
で
開
か
れ
、
前
年

の
活
動
報
告
・
本
年
度
の
取
組

み
が
審
議
さ
れ
、
世
界
遺
産
・

地
域
文
化
遺
産
と
並
ぶ
県
ユ
連

の
重
要
課
題
の
一
つ
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
（
以

下
、Ｅ
・
Ｕ
）
推
進
の
た
め
の
「
研

究
会
設
立
」
を
め
ぐ
っ
て
活
発

に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
は
、
Ｅ
・
Ｕ
の
理

論
的
研
究
、
教
材
開
発
、
最
新

情
報
の
収
集
・
発
信
、
関
係
機

関
や
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
と
の

交
流
、
同
ス
ク
ー
ル
加
盟
申
請

支
援
な
ど
多
面
的
な
活
動
を
目

指
し
ま
す
。

　

県
内
の
Ｅ
・
Ｕ
活
動
は
、
こ

れ
ま
で
２
０
１
１
年
発
足
の
県

ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
連
絡

協
議
会
（
県

教
委
主
導
）

が
主
催
す
る

研
修
会
（
年

1
回
開
催
）
と
広
島
市
教
委
、

広
島
ユ
協
な
ど
が
主
催
し
た

２
０
１
１
年
開
催
の
研
修
会
が

開
か
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

活
動
事
例
の
研
究
発
表
に
重
点

を
置
い
た
も
の
で
し
た
。「
Ｅ
・

Ｕ
普
及
に
関
す
る
研
究
」
を
活

動
の
柱
に
据
え
る
当
研
究
会

は
、
県
内
唯
一
の
研
究
開
発
機

関
と
し
て
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

研
究
会
の
運
営
は
県
ユ
連
ユ

ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
専
門
委
員
会

（
中
山
修
一
委
員
長
）
に
、
研
究

会
役
員
は
和
田
文
雄
（
広
島
経

済
大
・
福
山
大
非
常
勤
講
師
・
広
島

ユ
協
教
育
部
会
理
事
）、
湯
浅
清

治
（
広
島
大
付
属
高
校
教
諭
・
広

島
ユ
協
教
育
部
会
理
事
）、
卜
部

匡
司
（
広
島
市
立
大
准
教
授
・
広

島
ユ
協
会
員
）
の
各
氏
が
選
任

さ
れ
、今
後
、ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
加
盟
校
の
教
師
な
ど
を
対
象

に
組
織
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

研
究
会
が
目
指
す
研
究
と
普

及
。
こ
れ
に
次
ぐ
3
本
目
の
矢

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
す
。

　

県
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
連
絡

　

広
島
市
と
韓
国
・
大
邱
広
域
市
の
姉

妹
都
市
提
携
記
念
日
（「
大
邱
の
日
」・
平

成
9
年
5
月
2
日
）
を
祝
っ
て
、
今
年
も

5
月
3
～
5
日
、
大
邱
代
表
団
が
広
島

市
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参

加
、
朝
鮮
通
信
使
の
再
現
パ
レ
ー
ド
や

伝
統
音
楽
の
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
大
邱
マ
ダ
ン
（
広
場
）
で
は
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
友

好
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
、
韓
国
衣
服
の
着
付
け
や
伝
統
料
理

な
ど
の
応
援
に
当
た
り
ま
し
た
。　

協
議
会
と
県
教
委
、
広
島
市
教

委
と
広
島
市
内
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク

ー
ル
加
盟
校
・
加
盟
希
望
校
、

そ
し
て
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
大

学
間
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟

の
広
島
大
学
、
広
島
県
ユ
連
、

こ
れ
ら
の
県
内
の
機
関
・
組
織

が
連
携
す
る
支
援
・
指
導
体
制

の
構
築
を
、
研
究
会
は
視
界
に

入
れ
て
い
ま
す
。

（
県
ユ
連
協
会
長
　
亀
井
　
章
）

☆
古
田
中
学
校
で

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の

認
定
プ
レ
ー
ト
授
与
式

　

広
島
市
立
古
田
中
学
校
が
、

市
立
中
学
校
で
は
初
め
て
、
ユ

ネ
ス
コ
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

に
認
定
さ
れ
、
3
月
15
日
、
同

校
で
認
定
プ
レ
ー
ト
の
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
ユ
協
の

北
川
建
次
会
長
は
、
同
校
を
訪

れ
、
生
徒
会
会
長
の
森
冨
理
恵

子
さ
ん
に
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協

会
連
盟
か
ら
届
け
ら
れ
た
認
定

プ
レ
ー
ト
を
手
渡
し
ま
し
た

【
写
真
】。
北
川
会
長
は
「
国
際

理
解
の
学
習
を
深
め
、
被
爆
地

の
学
校
と
し
て
、
国
内
の

ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
拠
点
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
は

戦
争
や
貧
困
を
な
く
す
と

い
う
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
に

沿
っ
た
教
育
、
持
続
発
展

教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
の
推
進

を
行
う
国
際
的
な
学
校
で

す
。
２
０
１
３
年
3
月
現

在
、
全
国
で
は
550
校
、
広

島
県
で
は
24
校
、
広
島
市

で
は
7
校
あ
り
ま
す
。

（
事
務
局
長
　
藤
井
孝
行
）

Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
「
研
究
会
」
を
設
立
広
島
県

ユ
連
協

大邱市の
代表団ら 5・3パレードに
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教
育
部
会
理
事

㟢
岡
光
明
氏

　

25
年
ほ
ど
前
、
た
ま
た

ま
、
日
中
ユ
ネ
ス
コ
友
好

姉
妹
協
会
締
結
の
調
印
式

に
日
本
側
団
長
と
し
て
訪

中
を
間
近
に
控
え
て
お
ら

れ
た
広
島
ユ
協
副
会
長　

故
加
藤
朗
一
先
生
宅
に

伺
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
「
中
国
側
の
要
人
と
腹

を
割
っ
て
率
直
に
話
が
で

き
れ
ば
…
…
」
と
洩
ら
さ

れ
、
何
か
ご
懸
念
の
ご
様

こ
と
を
、
今
で
は
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の

頃
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
お
誘

い
を
受
け
た
の
で
も
う

二
十
数
年
も
前
の
事
で

し
ょ
う
か
。
ず
い
ぶ
ん
意

気
込
ん
で
空
回
り
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
会
員
の
方
々
と
の
交

流
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間

に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念
と

活
動
を
学
び
体
験
す
る
場

と
な
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
こ
十
年
余
り
は
背
負

い
込
ん
だ
も
の
が
大
き

く
、
ユ
ネ
ス
コ
を
遠
く
感

じ
て
い
ま
し
た
が
、
久
し

ぶ
り
に
出
席
し
た
総
会
で

一
段
と
活
動
が
深
化
し
て

い
る
こ
と
を
感
じ
、
新
し

い
自
覚
を
頂
き
ま
し
た
。

　
協
会
監
事

竹
沢
臣
子
さ
ん

　
「
一
生
懸
命
」「
快
く
進

ん
で
」
が
、
私
の
活
動
原

点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
は

い
つ
入
会
し
た
か
定
か
に

は
思
い
出
せ
ま
せ
ん
。

　

私
の
社
会
活
動
の
始
ま

り
は
多
く
の
人
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

す
。
親
で
あ
る
た
め
に
、

親
た
ち
の
資
質
の
向
上
を

直
近
の
目
的
に
頑
張
っ
た

子
で
し
た
。日
中
戦
時
下
、

北
京
周
辺
域
で
軍
務
に
つ

か
れ
て
い
た
先
生
の
脳
裡

を
去
来
す
る
も
の
が
お
あ

り
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

一
連
の
訪
中
日
程
を
終

え
ら
れ
て
の
後
日
談
で
す
。

　

寛
大
で
配
慮
の
行
き
届

い
た
接
遇
、
世
話
に
な
っ

た
方
々
の
言
動
に
さ
り
気

な
く
込
め
ら
れ
た
、
あ
の

国
の
〝
恕じ
ょ

〟
の
真
情
に
触

れ
感
動
し
た
と
述
懐
さ
れ

た
の
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

公
立
高
校
定
年
を
前
に

お
誘
い
頂
き
入
会
し
て
以

来
、
20
年
余
。
ユ
ネ
ス
コ

へ
の
思
い
を
共
に
す
る
方

々
に
触
発
さ
れ
、
学
ぶ
こ

と
の
多
い
日
々
で
す
。

　

協
会
友
好
訪
問
と
韓
国
ユ
ネ
ス

　

コ
協
会
全
国
大
会
参
加

（
大
邱
・
釜
山
他
）

15�
日
／
四
〇
周
年
記
念
誌
編
集
会

議
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス   

コ
活
動
研
究
会
打
ち
合
わ
せ
会 

議
（
国
際
会
議
場
）

23�
日
／
会
計
監
査
（
広
島
女
学
院

大
学
・
竹
沢
宅
）

25�
日
／
第
155
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ 

ン
「
宮
澤
賢
治
―
そ
の
文
学
と

生
き
方
」
比
治
山
大
学
現
代
文

化
学
部
教
授
・
宇
野
憲
治
氏（
国

際
会
議
場
）

25
日
／
平
成
25
年
度
通
常
総
会

　
　

 

（
国
際
会
議
場
）

30
日
／
四
〇
周
年
記
念
誌
編
集
会

　

議
（
広
報
部
会
・
段
原
公
民
館
）

　〈
6
月
〉

7�
日
／
平
成
25
年
度
「
ひ
ろ
し
ま

国
際
交
流
サ
ミ
ッ
ト
総
会
」
及

び
「
広
島
国
際
交
流
・
貢
献
親

睦
の
つ
ど
い
」
参
加
（
国
際
部

会
・
藤
井
部
長　

広
島
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
21
）

8�
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス

コ
研
究
会
・
部
長
会
議

（
国
際
会
議
場
）

14�
日
／
第
16
回
活
動
奨
励
賞
会
議

（
教
育
部
会
・
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

14�
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス

コ
研
究
会
打
ち
合
わ
せ
会
議

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

〈
７
月
〉

１
日
／
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス

　
　

コ
研
究
会
打
ち
合
わ
せ
会
議

　
　
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

5
日
／
理
事
会

13�
日
／
広
島
県
ユ
連
協
２
０
１
３

年
度
総
会
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

27�
日
／
第
156
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

「
相
互
理
解
の
平
和
論
の
軌

跡
」
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和

研
究
所　

所
長　

吉
川　

元　

教
授

　

第
154
回
ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

は
、
3
月
16
日
（
土
）、
広
島

市
中
区
図
書
館
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広

島
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
清

川
徹
さ
ん
が
「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

生
活
40
年
か
ら
」
と
題
し
て
、

放
送
現
場
の
体
験
を
踏
ま
え
て

話
を
。
第
155
回
サ
ロ
ン
は
、
5

月
25
日
（
土
）、
広
島
国
際
会

議
場
研
修
室
で
、
比
治
山
大
学

現
代
文
化
学
部
の
宇
野
憲
治
教

〈,13
年
4
月
〉

13
日
／
役
員
選
考
委
員
会

17��
日
／
四
〇
周
年
記
念
誌
打
ち
合

わ
せ
会　
　
　
（
国
際
会
議
場
）

17
日
／
広
報
紙
84
号 

編
集
会
議

（
広
報
部
会
・
国
際
会
議
場
）

27
日
／
理
事
会　
（
国
際
会
議
場
）

〈
５
月
〉

3
～
5
日
／
大
邱
の
日
・
姉
妹
都

　

市
交
流
の
ほ
か
（
平
和
大
通
り
）

8
～
13
日
／
韓
国
ユ
ネ
ス
コ
大
邱

授
が
、
宮
澤
賢
治
の
文
学
と
生

き
方
に
つ
い
て
講
演
。

日

　
　
　誌

ＮＨＫ・清川アナウンサー

比治山大学・宇野教授

ユ
ネ
ス
コ
サ
ロ
ン

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


